
グリーン科学技術研究所研究支援室遺伝子実験棟には、キャピラリーDNAシークエンサー、プロテイ
ンシークエンサー、蛍光顕微鏡、共焦点走査型レーザー顕微鏡、定量的PCR解析装置、セルアナライ
ザー、蛍光マイクロプレートリーダー、蛍光画像解析システム、MALDI-TOF-MS、LC-MS/MS、次世代
シークエンサー等の機器が導入されています。これらの機器を利用した共同研究も可能です。

・ ２次元ディファレンスゲル電気泳動解析法を用いたプロテオーム解析
・ MALDI-TOF-MSを用いたPMFによるタンパク質の同定
・ LC-MS/MSを用いたアミノ酸配列の推定、タンパク質の同定、翻訳後修飾解析
・ 次世代シークエンサーを用いたゲノム解析、トランスクリプトーム解析

■ 技術相談に応じられる関連分野

Keyword : ゾウリムシ、細胞内共生、共生微生物、クロレラ、ホロスポラ、宿主

■ その他の研究紹介
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ゾウリムシ共生系における分子基盤の解明及び
新規共生系の構築とその利用

学術院理学領域
生物科学系列

准教授

道羅 英夫

ゾウリムシと核内共生細菌ホロスポラの共生系やミドリゾウリムシと共生クロレラの共生系が成立するために
は感染と増殖がうまく制御されていなければならない。現在、共生体の感染に関わるタンパク質や宿主内での
分裂に関わるタンパク質の機能や遺伝子レベルの相互作用を調べることによって、宿主と共生体の相互作用を
明らかにしようとしている。また、さらに、真核生物がオルガネラを獲得することによって新たな機能を獲得したよ
うに、新たな共生系を構築することによって、ゾウリムシに新たな機能を付加し、ゾウリムシによる環境浄化等へ
応用できる可能性がある。

・特筆すべき研究ポイント：

ゾウリムシの核内共生細菌の感染型に特異的に存在する２種類のタンパク質の遺伝子のクローニングおよび
モノクローナル抗体の作製を行い、その構造と機能に関する研究を行った結果、感染過程におけるこれらのタ
ンパク質の動態の変化から、宿主大核への感染に関与していることが強く示唆され、感染機構の解明に関する
研究が飛躍的に進展した。
・新規研究要素：

ゾウリムシの大核内に共生する新種のバクテリアを発見した。分子系統解析により、このバクテリアがリケッチ
ア科に属することが明らかになった。ゾウリムシでリケッチア科のバクテリアが共生しているのが発見されたの
は世界で初めてである。さらに、このバクテリアはリケッチア属とは異なる系統群に分類され、新属である可能
性も考えられる。
・従来技術との差別化要素・優位性：

現在、生物に機能を付加する方法としては遺伝子組換えが一般的であるが、遺伝子組換え生物を外界に放し
て環境浄化等に応用するのは、組換え遺伝子が自然界に浸透し、生物の多様性に悪影響を及ぼす可能性が
あることから、望ましくないと考えられる。これに対し、高機能性の共生系の構築による微生物への機能付加は
そのような悪影響がないと考えられる。

食胞への取り込み

１. 細胞質への脱出

2. 大核核膜の識別 

3. 大核核膜の貫通

食胞 宿主大核

図. ホロスポラ・オブツサの感染過程

感染型

増殖型

・ 甲状腺ホルモン結合タンパク質に及ぼす環境ホルモンの影響に関する研究
・ 環境水中に含まれるホルモン様物質の検出に関する研究
・ 末梢組織における概日リズム調節に関する研究

・ 生化学
・ 分子生物学
・ バイオインフォマティクス
・ Webプログラミング
・ データベース構築

■ 技術相談に応じられる関連分野

Keyword : 環境ストレス、甲状腺ホルモン、ホルモン結合タンパク質、遺伝子発現

■ その他の研究紹介
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環境ストレスに対する生物応答メカニズムの解析

学術院理学領域
生物科学系列

准教授

石原 顕紀

生物は低温、絶食、化学物質等、様々な環境ストレスにさらされている。しかしながら、生体内でストレスに応答
する仕組みを有しており、環境に適応しながら生存している。当研究室では、生物の有する環境ストレス応答メカ
ニズムの解析を行っている。近年は特にエピジェネティックな変化に着目して研究を推進している。

・特筆すべき研究ポイント：

当研究室では、様々な環境ストレスに対する生体内応答を研究している。したがって、生化学的、分子生物学
的な実験手技を多用しており、近年注目されている網羅的な解析も行っている。
・新規研究要素：

次世代シーケンサーを用いた、非モデル生物等のcDNA配列解析や、マイクロアレイなどの網羅的な解析を行
うことによって、現象をシステムとしてとらえ、考察することが可能である。
・従来技術との差別化要素・優位性：

実験動物として両生類等の下等な脊椎動物を用いることによって、高等動物では得られない基礎的な実験
データが得られる。これらは、高等動物にフィードバック可能なものであると考えられる。

Gene expression analyses 
of thrb, dnmt1, and dnmt3 

Analyses of modified histone or 
RNAPII in thrb promoter region 
by ChIP assay 

TH treatment to XL58‐TRE‐Luc 
Cells or tadpoles 

DNA methyla on analysis in thrb 
promoter region +甲状腺ホルモン 

TR RXR 

コリプレッサー複合体 
N‐CoR 
SMRT 
HDAC3 

クロマチン構造凝集 
転写不活性化状態 ヒストン 

Ac H3K9: ↓ 
Ac H4: ↓ 
Me H3K4: ↓ 
Me H3K9: ↑ 
Me H3K36: ↓ 

TR RXR 

コアクチベーター複合体 
SRC1‐3 
p300 
PRMT 

転写活性化 

コリプレッサー
複合体の解離 

ヒストン 
Ac H3K9: ↑ 
Ac H4: ↑ 
Me H3K4: ↑ 
Me H3K9: ↓ 
Me H3K36: ↑ 

クロマチン構造弛緩 
転写活性化状態 

化学物質の作用点 

TR: 甲状腺ホルモン受容体 
RXR: レチノイドX受容体 
Ac: アセチル化 
Me: メチル化 
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